
改善する輸出入数量
アジア経済の回復・米国経済の好調さを受け

て輸出数量が改善し、国内の消費や住宅投資の
堅調さを受けて輸入数量の拡大傾向が続いてい
る。輸出は今年6月、輸入は2月から前年比増加
に転じており、金額ベースでも今年に入ってか
ら輸出入とも前年比マイナス幅を縮小している。

増加する対アジア貿易
輸入数量は9月には前年比＋10.4％の伸びを

示し（図1）、特にアジアからの輸入数量が前年
比＋14.2％と2月以降増加が続いている。パソ
コン等の一部国内需要が堅調なこと、アジアに
生産拠点をもつ日本企業の企業間貿易が増加し
ていることなどを背景に、アジアからの半導体・
事務用機械等の輸入が伸びている。逆に米国か
らの輸入は同品目が減少しており、円高による
アジア諸国の価格競争力の回復が推測される。
また、金額ベースで見ると、原油価格の急騰を
受け、中東からの輸入が＋21.7％の増加となった。

9月の輸出数量は、円高の影響を上回る海外需
要の強さを受けて前年比＋6.6％と4ヶ月連続の増
加となった（図2）。国別にみると米国（+9.2%）・
アジア（+15.6％）向け輸出の回復が目立つ。米
国の好調な消費を背景に自動車の輸出が増加、ま
た、アジア経済の回復にともなう需要増から自動

車部品・半導体・鉄鋼・化学製品といった主に加
工用中間財の輸出が増えている。
減少が続いていた欧州向け輸出数量は9月に

は前年比1.1%プラスに転じ、今後も欧州の経
済回復にともない増加がみこまれる。一方、ア
ジア向けに輸出されている財については最終需
要地が米国のものも多いため、とくに米国経済
の動向には注意を要する。また、ハイテク関連
産業への台湾大地震の影響が懸念される。

輸出が生産回復を牽引
企業が生産・調達拠点の分散を進めてきたこ

とから企業の円高対応力は強まっていると言わ
れるが、急激に円高が進行すれば対応に遅れが
生じ、中小企業中心に体力を弱める結果となろ
う。また、円高のため輸出価格は下落が続いて
いるにもかかわらず、輸入価格は原油を含む商
品市況の上昇を受けて下げ止まりつつあること
から、企業収益にとって厳しい環境となってき
ている。
米国経済の減速や急激な円高の進行といった

リスク要因はあるものの、輸出の改善が企業の
生産回復を牽引する面が大きい。公共投資が減
速し、個人消費・住宅投資も伸び悩む中、輸出
の改善を背景に生産の増加が国内景気の下支え
となるだろう。

（鈴木　亮子）
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輸出入数量は回復傾向に

図1　輸入金額伸び率への各国別寄与度と�
輸入数量指数の推移　�
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図2　輸出金額伸び率への各国別寄与度と�
輸出数量指数の推移　�

資料　大蔵省「外国貿易概況」�
（注）1.  通関ベース。�
　　　2.  前年同月比。�
�

アメリカ�
アジア�
その他�
輸出数量�

EU�
中東�
総額�

98/9 98/12 99/3 99/6 99/9

15�

10�

5�

0�

-5�

-10�

-15�

�
�
�

（％）�


